
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
構
築
に
向
け

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
構
築
に
向
け

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
構
築
に
向
け

新会長に森本さん
　　　　（自治労・県職労）

新事務局長に島さん
　　　　　　　（電力総連）

新会長に森本さん
　　　　（自治労・県職労）

新事務局長に島さん
　　　　　　　（電力総連）

新会長に森本さん
　　　　（自治労・県職労）

新事務局長に島さん
　　　　　　　（電力総連）

森本新会長団結ガンバロウ

新任あいさつを行う森本会長・
島事務局長

森本執行委員長から
関口執行委員長に組合旗を贈呈

結成大会には組合員ら19人が参加

質疑を行う鈴木地方委員（自治労・上）、
村上地方委員（電力総連・下）　

地方委員会には、33構成組織
100人が参加

要請書を提出する
下委員長（左）

ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

労
働
組
合
を
結
成

河
村
前
会
長
は
表
彰
さ
れ
、顧
問
に

特
別
決
議（
抜
粋
）

次世代育成支援対策推進法の
行動状況の把握を要請

後
期
主
要
課
題
の
方
針
を
承
認

選出
連
合
徳
島
は
６
月
26
日
、徳
島
市
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で

２
０
１
５
年
度
連
合
徳
島
地
方
委
員
会
を
開
き
、執
行
部

・
地
方
委
員
な
ど
33
構
成
組
織
１
０
０
人
が
参
加
。２
０

１
５
春
季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
を
行
う
と
と
も
に
、

後
期
主
要
課
題
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
を
決
定
し
た
。

7月25日（土）～26日（日）　
・連合の森（中尾山）

8月5日（水）～6日（木）
・平和行動 i n広島

8月8日（土）～9日（日）
・平和行動 i n長崎

◎

◎

◎

　

地
方
委
員
会
は
議
長
に
鴻
池

地
方
委
員
（
電
力
総
連
）
を
選

出
し
進
め
ら
れ
、
冒
頭
河
村
会

長
は
政
府
が
進
め
る
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
の
見
直
し
に
つ
い
て

「
働
く
者
を
守
る
最
低
限
の

ル
ー
ル
を
破
壊
し
、
働
く
者
を

踏
み
台
に
格
差
社
会
を
助
長
す

る
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
働

く
者
の
力
を
結
集
し
、
労
働
者

保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
を
断
固
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

２
０
１
５
春
闘
に
つ
い
て
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
効
果

は
限
定
的
で
、
地
方
で
は
『
経

済
の
好
循
環
』
を
実
感
す
る
に

至
っ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ

り
、
足
元
で
は
、
円
安
に
よ
る

輸
入
物
価
の
上
昇
や
、
消
費
増

税
に
よ
る
消
費
者
物
価
の
上
昇

で
、
実
質
賃
金
の
低
下
を
招
く

な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。」
と
訴
え

た
。
安
全
保

障
法
制
の
審

議
に
つ
い
て

「
憲
法
や
国
の

基
本
政
策
に

関
わ
る
重
要

課
題
で
あ
り
、

多
く
の
国
民

が
そ
の
内
容

と
意
味
を
理

解
し
た
上
で
、

合
意
形
成
を

は
か
り
進
め

る
べ
き
も
の

で
あ
る
。」
来

夏
に
実
施
さ
れ
る
第
24
回
参
議

院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、「
政

治
は
私
た
ち
の
生
活
に
直
結

し
、『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
』
実
現
の
た
め
に
、

連
合
推
薦
立
候
補
予
定
者
全
員

の
当
選
に
向
け
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ

た
。

　

報
告
で
は
、
森
本
事
務
局
長

よ
り
一
般
経
過
報
告
、
竹
谷
財

政
局
長
か
ら
上
半
期
会
計
報

告
、
後
藤
会
計
監
査
よ
り
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
全
体
の
拍
手

　

地
方
委
員
会
で
は
、
第
３
号

議
案
・
役
員
補
充
選
挙
（
２
人

交
代
）
が
行
わ
れ
、
河
村
会
長

（
電
機
連
合
）
が
退
任
し
、
後

任
に
森
本
事
務
局
長（
自
治
労
）

が
新
会
長
に
、
森
本
事
務
局
長

退
任
に
伴
い
、
新
事
務
局
長
に

島
元
副
会
長
（
電
力
総
連
）
が

選
出
さ
れ
た
。
選
出
に
あ
た
り
、

村
上
地
方
委
員
（
電
力
総
連
）

か
ら
は
「
諸
課
題
解
決
に
向
け

連
合
徳
島
が
一
枚
岩
と
な
っ
て

積
極
的
な
活
動
を
期
待
す
る
」

な
ど
と
し
た
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
３
年
７
ヶ
月
の
間
会

長
を
務
め
た
河
村
前
会
長
に
は

表
彰
状
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、

顧
問
を
委
嘱
し
た
。

　

２
０
１
５
年
６
月
27
日
、
徳

島
県
労
働
福
祉
会
館
５
０
２
号

会
議
室
で
連
合
徳
島
地
域
ユ
ニ

オ
ン
・
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

ー
プ
労
働
組
合
結
成
大
会
を
開

催
し
た
。結
成
大
会
は
、ラ
イ
フ

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
で
働
く
仲

間
お
よ
び
連
合
徳
島
か
ら
19
人

が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
会
長
・
連

合
徳
島
地
域
ユ
ニ
オ
ン
森
本
執

行
委
員
長
か
ら「
連
合
は
、全
国

で
加
盟
組
合
員
６
８
２
万
人
余

り
、徳
島
県
で
は
、３
万
３
千
弱

が
加
盟
し
て
い
る
日
本
最
大
の

労
働
組
合
の
連
合
体
で
あ
る
。

ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
で

働
く
仲
間
が
労
働
組
合
を
立
ち

上
げ
る
事
に
対
し
て
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
。職
場
に
は
様
々

な
課
題
が
あ
る
の
は
痛
切
に
感

じ
た
。労
働
組
合
に
対
し
て
偏

見
を
も
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ

ん
い
る
と
思
う
が
、
職
場
に
労

働
組
合
を
作
っ
て
活
動
す
る
こ

と
は
、従
業
員
の
た
め
、さ
ら
に

は
会
社
の
た
め
に
な
る
こ
と
で

あ
り
、
連
合
の
取
り
組
ん
で
い

る
労
働
運
動
な
ら
び
に
活
動
で

も
あ
る
。」
と
あ
い
さ
つ
。続
い

て
全
国
一
般
徳
島
地
方
労
働
組

合
原
田
執
行
委
員
長
か
ら
「
個

人
で
会
社
に
交
渉
し
て
も
相
手

に
し
て
く
れ
な
い
が
、
労
働
組

合
が
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
す

れ
ば
、
会
社
は
拒
否
が
で
き
な

い
。拒
否
す
れ
ば
不
当
労
働
行

為
で
あ
る
。こ
れ
か
ら
、力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と

激
励
あ
い
さ
つ
。議
事
で
は
、第

１
号
議
案「
活
動
方
針
」・
第
２

号
議
案
「
２
０
１
５
年
度
会
計

予
算
」・
第
３
号
議
案「
役
員
の

選
出
」・
第
４
号
議
案「
組
合
規

約
」を
提
案
し
、全
員
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。続
い
て
、森
本
会

長
か
ら
組
合
旗
を
関
口
執
行
委

員
長
に
贈
呈
。佐
藤
書
記
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
関
口
新

執
行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
結
成
大
会
を
終
え
た
。

　

連
合
徳
島
女
性
委
員
会
は
、

男
女
が
共
に
均
等
な
機
会
と
待

遇
で
、
仕
事
と
家
事
・
育
児
・

介
護
を
両
立
が
で
き
る
環
境
整

備
、
処
遇
改
善
促
進
を
は
か
る

た
め
、
６
月
22
日
労
働
局
で
雇

用
均
等
室
長
要
請
行
動
を
行

い
、
女
性
委
員
会
か
ら
下
委
員

長
を
は
じ
め
役
員
８
人
が
参
加

し
た
。

　

要
請
行
動
で
は
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
が
育
児
休
業
を
取
得

し
な
が
ら
働
き
続
け
る
環
境
整

備
、
間
接
差
別
禁
止
、
同
性
間

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
の
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
を
説
明
し
、
と
り
わ
け
10

年
延
長
に
な
っ
た
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
に
つ
い
て
、

労
働
局
に
行
動
計
画
の
提
出
に

留
ま
ら
ず
、
計
画
の
検
証
、
優

良
事
業
所
名
の
公
表
な
ど
の
手

段
で
周
知
啓
発
を
進
め
る
こ
と

を
要
請
す
る
と
と
も
に
、「
女

性
の
た
め
の
全
国
一
斉
労
働
相

談
」
で
寄
せ
ら
れ
た
14
件
の
相

談
の
中
で
も
っ
と
も
多
い
セ
ク

ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
が
発
生
し
た

場
合
の
均
等
室
の
協
力
と
対
応

な
ど
を
強
く
要
請
し
た
。

　

最
後
に
今
後
、
連
合
徳
島
と

労
働
局
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

指
導
・
相
談
・
支
援
体
制
を
強

化
す
る
よ
う
申
し
入
れ
要
請
行

動
を
終
了
し
た
。

で
承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、『
底
上
げ
・
底

支
え
』『
格
差
是
正
』
を
柱
に
、

す
べ
て
の
組
合
が
す
べ
て
の
働

く
者
た
め
に
運
動
を
展
開
し
て

き
た
２
０
１
５
春
季
生
活
闘
争

の
中
間
ま
と
め
、
働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社
会
の
構
築
に

向
け
た
政
策
・
制
度
実
現
を
柱

と
す
る
後
期
主
要
課
題
の
取
り

組
み
方
針
を
森
本
事
務
局
長
が

提
案
。

　

質
疑
で
は
、
鈴
木
地
方
委
員

（
自
治
労
）「『
地
方
創
生
〝
挙

県
一
致
〞
協
議
会
』
で
意
見
反

映
の
要
請
」
に
つ
い
て
提
起
さ

れ
、
執
行
部
か
ら
は
、「
各
構

成
組
織
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
県
に
対
し
て
積
極
的
に
要

請
す
る
」
と
答
弁
し
た
。
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フォーラムには各構成組織等から200人が参加

取り組み報告・ディスカッションの司会進行
徳島県公務労協藤岡議長

基調講演　中央大学法学部　宮本太郎教授

河村共闘会議議長が労働局に要請書を提出 加盟会員から３５人が参加

オープニングセレモニーで
平和を語り継ぐ森本会長

地
域
活
性
化
の
た
め
、産
業
政
策
と
雇
用
政
策
の
一
体
的
な
推
進
を

良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

　
　
　
　
　
地
域
活
性
の
最
低
条
件

差
別
の
な
い
社
会
に
向
け

│ 

人
権
教
育
・
啓
発
強
化
を
強
く
訴
え 

│

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
被
爆
、

  

徳
島
大
空
襲
写
真
展
」 

開
催

ＮＰＯ法人
徳島労働安全衛生センター
         第１４回総会

ＮＰＯ法人
徳島労働安全衛生センター
         第１４回総会

ＮＰＯ法人
徳島労働安全衛生センター
         第１４回総会

戦後70年
連合徳島
平和行動

　

連
合
徳
島
と
徳
島
県
公
務
労

協
は
、
６
月
20
日
に
阿
南
市
情

報
文
化
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ホ
ー

ル
に
て
、「
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
あ
な
ん
」
〜
良
質
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
で
ま
ち
は
変
わ
る

〜
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
域

活
性
化
の
た
め
に
産
業
政
策
と

雇
用
政
策
を
一
体
的
に
推
進
す

る
一
方
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

劣
化
や
格
差
の
拡
大
、
貧
困
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
公
契
約
条
例
と
公
共

サ
ー
ビ
ス
基
本
条
例
の
制
定
に

よ
り
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
。

　

中
央
大
学
法
学
部
・
宮
本
太

郎
教
授
、
連
合
本
部
経
済
政
策

局
・
竹
詰
仁
局
長
、公
務
労
協
・

花
村
靖
副
事
務
局
長
を
招
き
、

連
合
徳
島
南
部
地
域
協
議
会
の

組
合
員
や
県
南
地
域
の
首
長
、

自
治
体
担
当
者
ら
約
２
０
０
人

が
出
席
し
地
域
活
性
化
と
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
役
割
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
た
。

　

最
初
に
、
主
催
者
を
代
表
し

て
連
合
徳
島
・
森
本
佳
広
事
務

局
長
よ
り
「
政
府
は
地
方
創
生

を
主
要
政
策
と
し
て
お
り
、
徳

島
県
に
お
い
て
も
地
方
創
生
挙

県
一
致
会
議
が
設
置
さ
れ
、
連

合
徳
島
も
労
働
代
表
と
し
て
参

画
し
て
い
る
。良
質
な
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
地
域
活
性
の

最
低
条
件
で
あ
り
、
本
日
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
今
後
の
活
動
に
活

か
し
て
欲
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

前
半
は
、宮
本
教
授
か
ら「
地

域
活
性
化
の
た
め
の
公
共
サ
ー

ビ
ス　

地
域
格
差
を
ど
う
超
え

る
か
」
と
の
テ
ー
マ
で
基
調
講

演
が
あ
り
、宮
本
教
授
は「
消
滅

可
能
性
自
治
体
の
公
表
は
、
国

民
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
た
。こ
う
し
た
中
、持
続
可
能

な
地
域
を
創
る
た
め
に
は
、
雇

用
の
確
保
だ
け
で
は
な
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
が
不
可
欠
で

あ
る
。民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
多
様
な
人
た
ち
と
連
帯
し

て
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
条
件
確

保
の
た
め
の
公
契
約
条
例
、
質

の
確
保
の
た
め
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
基
本
条
例
、
公
務
員
の
労
働

基
本
権
の
確
保
が
必
要
で
あ

る
。」と
提
起
し
た
。

　

後
半
は
、
徳
島
県
公
務
労
協

の
藤
岡
一
雄
議
長
の
司
会
進
行

に
よ
り
、
連
合
徳
島
と
徳
島
県

公
務
労
協
が
２
０
０
５
年
よ
り

進
め
て
き
た
良
質
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
取

り
組
み
紹
介
に
続
き
、
地
元
阿

南
市
の
岩
浅
嘉
仁
市
長
と
連
合

本
部
の
竹
詰
仁
経
済
政
策
局
長

よ
る
取
り
組
み
報
告
と
宮
本
教

授
を
助
言
者
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。岩
浅
市
長
は
、

人
口
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
世

界
的
に
有
名
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
産
業
や

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
や

野
球
・
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
町

作
り
と
合
わ
せ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。竹
詰
経

済
政
策
局
長
は
、
連
合
が
進
め

る
公
契
約
と
地
方
創
生
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
も
地
方
分
権
に

取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
現
政

権
が
進
め
る
地
方
創
生
の
基
本

的
な
考
え
方
は
理
解
す
る
。一

方
で
、政
府
の
取
り
組
み
に
は

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
撤
廃
と
人
権
確
立
に

向
け
、
部
落
解
放
徳
島
地
方
共

闘
会
議
は
６
月
16
日
合
同
庁
舎

に
お
い
て
、
就
職
差
別
撤
廃
要

請
行
動
を
行
っ
た
。共
闘
会
議

か
ら
11
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、河
村
議
長
は「
企
業
の

人
権
啓
発
研
修
の
実
施
状
況

（
内
容
・
人
数
な
ど
）を
教
え
て

頂
き
た
い
。ま
た
、要
請
内
容
に

対
し
て
、
文
書
で
回
答
が
望
ま

し
い
」と
要
望
。橋
本
副
議
長
は

「
就
職
差
別
事
件
が
実
際
起
こ

っ
て
い
る
、
今
後
同
じ
事
件
が

発
生
し
な
い
よ
う
、
健
全
な
対

応
体
制
を
求
め
る
」と
発
言
。労

働
局
か
ら
は「
真
摯
に
対
応
し
、

国
主
導
で
地
方
の
改
革
を
行
お

う
と
す
る
方
向
性
が
残
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
か
ら

地
方
へ
権
限
と
財
源
の
移
譲
を

伴
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。地

方
創
生
に
、
労
働
者
・
生
活
者

の
視
点
で
積
極
的
に
参
画
し

就
職
に
お
い
て
差
別
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
周
知
啓
発
に
努
力
す

る
」と
回
答
。最
後
に
徳
島
労
働

局
に
対
し
て
要
請
書
を
提
出
し

要
請
行
動
を
終
え
た
。

　

本
年
は
終
戦
か
ら
70
年
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
り
、
核
兵
器

廃
絶
に
よ
る
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
と
、
被
爆
者
支
援
の
強

化
、
連
合
徳
島
は
戦
後
70
年
の

企
画
と
し
て
、
６
月
29
日
か
ら

７
月
３
日
徳
島
市
役
所
親
善
コ

ー
ナ
ー
で
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
被
爆
、
徳
島
大
空
襲
写
真

展
」を
開
催
し
た
。

　

６
月
29
日
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
主
催
者
代

表
と
し
て
、
森
本
連
合
徳
島
会

長
は「
私
た
ち
は
、次
世
代
に
戦

争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
あ
り
、

ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
そ
し
て
平
和
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
。
原
徳
島
市
長
は

「
今
の
時
代
に
被
爆
・
大
空
襲

写
真
展
を
開
い
て
下
さ
っ
た
こ

と
に
感
謝
す
る
。ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
を
は
じ
め
徳
島
大
空

襲
の
悲
惨
さ
を
子
や
孫
の
世
代

に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
来
賓
あ
い
さ
つ
。ま

た
、
徳
島
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
連
合
徳
島
推
薦
議
員
３
人

も
参
加
し
た
。

　

６
月
26
日
、
徳
島
市
の
阿
波

観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
徳
島
労
働
安
全
衛
生
セ

ン
タ
ー
第
14
回
総
会
が
開
か
れ
、

会
員
か
ら
35
人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
は
、
鎌
谷
副
理
事
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
平
井
理

事
を
議
長
に
選
出
し
た
。冒
頭
、

新
居
理
事
長
か
ら
「
今
職
場
に

は
法
違
反
が
横
行
し
て
い
る
。

労
働
基
準
法
違
反
の
長
時
間
労

働
、
残
業
代
未
払
い
、
違
法
派

遣
、偽
装
請
負
、健
康
診
断
を
実

施
し
な
い
な
ど
の
労
働
安
全
衛

生
法
違
反
も
後
を
絶
た
な
い
。

そ
し
て
今
は
こ
の
よ
う
な
違
法

状
態
を
追
認
す
る
『
世
界
中
で

一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い

国
』
を
作
る
と
い
う
名
目
の
も

と
、
解
雇
し
や
す
く
長
時
間
労

働
も
さ
せ
や
す
く
な
る
よ
う
な

労
働
基
準
法
の
改
悪
や
労
働
者

派
遣
法
の
改
悪
が
画
策
さ
れ
て

い
る
。労
働
者
の
健
康
と
安
全
、

職
場
環
境
の
改
善
、
職
場
病
の

根
絶
、
労
働
災
害
被
災
者
の
救

済
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
」と
あ
い
さ
つ
。続
い
て
、
徳

島
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安

全
課
松
岡
課
長
、
徳
島
県
商
工

労
働
部
労
働
雇
用
課
谷
口
課

長
、
徳
島
産
業
保
健
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
新
居
副
所
長
、
公
益

社
団
法
人
徳
島
県
労
働
者
福
祉

て
、
政
策
実
現
す
る
と
い
う
基

本
姿
勢
で
臨
む
。地
域
に
根
ざ

し
た
労
働
運
動
と
し
て
、
地
方

連
合
会
・
地
域
協
議
会
は
地
方

議
員
や
労
働
福
祉
団
体
と
連
携

し
て
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と

呼
び
か
け
た
。

協
議
会
林
専
務
理
事
、
連
合
徳

島
森
本
会
長
よ
り
来
賓
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
。田
北
専
務
理
事

が
、「
２
０
１
４
年
の
活
動
と
経

過
報
告
、
２
０
１
４
年
度
収
支

決
算
書
、会
計
監
査
報
告（
後
藤

監
事
）、２
０
１
５
年
度
事
業
活

動
計
画（
案
）、
２
０
１
５
年
度

収
支
予
算
書（
案
）」を
提
案
し
、

全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

鎌
谷
副
理
事
長
の
閉
会
あ
い
さ

つ
で 

第
14
回
総
会
を
終
え
た
。
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